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１．概要（Summary） 

DNA 上のタンパク質の動態を調べる手法として DNA

カーテン法がある。本手法では、ガラススライド上にナノテ

クノロジーを用いてパターンを描画しておき、脂質２重膜

上に結合した DNA を、溶液流を用いてそのパターンに

押し付けることによって、DNA をパターンに固定する。

DNA を固定した後、そこにタンパク質を注入することで

DNAとタンパク質を結合させ、タンパク質のDNA上にお

ける動態を蛍光顕微鏡観察する [1]。この手法を用いると、

DNA 分子やそれに結合したタンパク質分子を一度の実

験で大量に観察することができる。その点において、この

方法は、従来の一分子観察法に比べて優れている。ナノ

テクノロジーハブ拠点では、DNA カーテン法のためのデ

バイスを作成するために、ガラススライドの洗浄、レジスタ

のスピンコーティング、高速電子線描画、現像、クロムの

電子線蒸着、レジスタのリフトオフを行い、ガラススライド

上にパターンを描画する。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ウエハスピン洗浄装置、高速高精度電子ビーム描画装

置、厚膜フォトレジスト用スピンコーティング装置、電子線

蒸着装置 

 

【実験方法】 

まず、ウエハスピン洗浄装置を用いてガラススライドを

洗浄した。次に、厚膜フォトレジスト用スピンコーティング

装置を HMDSを塗布した。さらに、スピンコーターを用い

て PMGI-SF5S、ZEP-520A、エスペーサーを塗布した。

そして、高速高精度電子ビーム描画装置を用いてパター

ンの描画を行った。その後、ドラフトチャンバーにおいて

現像・エッチングを行い、電子線蒸着装置を用いてクロム

を蒸着した。最後に、ドラフトチャンバーにおいてリフトオフ

を行い、ガラススライド上にパターンを描画した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ガラススライド上にナノパターンを描画することができた

（Fig. 1）。パターンの精度は電子線描画装置のドーズに

依存するので、ドーズを変えて複数のパターンを描き、最

適なドーズを決定した。 
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Fig. 1 Nanofabricated patterns on glass slide. 


